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横
綱
白
鵬
が
、

史
上
最
多
と
な
る

32
度
目
の
優
勝
を

飾
る
偉
業
を
成
し

遂
げ
、
今
は
亡
き

大
鵬
に
並
ん
だ
。

白
鵬
は
、
入
幕
後

か
ら
尊
敬
し
て
い
る
双
葉
山
の

お
墓
参
り
を
し
な
が
ら
、
双
葉

山
の
も
つ
69
連
勝
と
い
う
記
録

の
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
も
し

て
い
る
。
た
ゆ
ま
ぬ
稽
古
を
続

け
て
努
力
す
る
姿
は
、
日
本
人

よ
り
も
日
本
人
ら
し
い
か
も
し

れ
な
い
。

▼
11
月
22
日
22
時
８
分
頃
、
長

野
県
北
部
に
お
い
て
震
度
６
弱

の
地
震
が
発
生
し
た
。
報
道
か

ら
は
、
死
者
も
ゼ
ロ
で
被
害
が

比
較
的
少
な
く
感
じ
ら
れ
た
。

住
宅
が
全
半
壊
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
け
が
人
も
少
な

い
事
が
不
思
議
に
思
え
た
。
そ

の
後
の
報
道
で
、
住
民
が
お
互

い
で
助
け
合
い
救
助
す
る
な
ど

し
て
、
死
者
を
出
す
こ
と
な
く

危
機
を
切
り
抜
け
た
と
の
こ
と

で
、
隣
近
所
の
人
々
が
普
段
か

ら
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
た
か

ら
だ
ろ
う
と
も
伝
え
て
い
た
。

地
域
の
助
け
合
い
で
あ
る
共
助

や
絆
は
、
古
く
か
ら
の
日
本
の

良
い
習
慣
で
あ
る
。

▼
さ
て
、
こ
の
師
走
の
忙
し
い

時
に
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
先

送
り
を
争
点
に
解
散
・
総
選
挙

が
行
わ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
絶

対
多
数
与
党
の
内
閣
が
、
不
信

任
決
議
も
無
く
で
解
散
に
踏
み

切
る
こ
と
に
は
疑
問
で
、
合
点

が
い
か
な
い
。
ま
っ
た
く
も
っ

て
、
や
り
た
い
放
題
だ
。

▼
日
本
人
は
親
切
で
あ
り
我
慢

強
く
、
謙
虚
と
い
う
の
が
国
民

性
。
し
か
し
、
言
う
べ
き
時
は

声
を
あ
げ
て
行
動
を
。
（
虎
）

包丁研ぎは受付開始前から長蛇の列に

相談はまかせて安心地元の職人に

【
仕
事
対
策
部
・
磯
部
正
三

部
長
】
11
月
22
日
（
土
）
に
区

立
荒
川
公
園
（
区
役
所
前
公

園
）
に
て
、
東
京
土
建
荒
川
支

部
と
区
内
の
民
主
団
体
と
の
共

催
で
「
第
20
回
荒
川
区
民
い
き

い
き
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
好
天
に
恵
ま
れ
た
も
の
の

土
曜
日
の
開
催
と
い
う
影
響
も

あ
っ
て
、
来
場
者
は
昨
年
並
み

の
約
２
６
０
０

人
で
し
た
。

そ
し
て
、
支

部
か
ら
は
組
合

員
と
家
族
を
あ

わ
せ
て
１
９
６

人
が
参
加
し
ま

し
た
。

支
部
の
企
画

取
り
組
み
で
包

丁
研
ぎ
は
２
９

４
丁
、
住
宅
相

談
が
８
件
、
工

作
教
室
は
諸
事

情
に
よ
り
丸
太

切
り
の
み
で
取

り
組
み
ま
し
た
。
住
宅
相
談
の

受
付
で
は
、
雨
漏
り
関
係
で
２

件
、
ト
イ
レ
改
装
が
２
件
、
ア

パ
ー
ト
の
空
室
リ
フ
ォ
ー
ム
１

件
、
障
子
張
替
１
件
等
の
相
談

が
あ
っ
て
、
翌
日
以
降
に
て
支

部
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

来
場
者
か
ら
は
、
「
毎
年
、

包
丁
研
ぎ
を
は
じ
め
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
大
変
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」
と
い
う

声
も
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
事

前
に
も
今
年

の
開
催
日
程

や
内
容
に
つ

い
て
等
問
い

合
わ
せ
が
あ

る
ほ
ど
で
、

地
域
住
民
の

認
知
度
は
確

実
に
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

各
分
会
の
取
り
組

み
も
多
彩
で
、
焼
き

そ
ば
や
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
、
豚
汁
、
お
で

ん
と
い
っ
た
食
べ
物

か
ら
新
鮮
野
菜
や
ま

な
板
の
販
売
や
バ
ザ

ー
な
ど
。
事
業
所
分

会
で
は
、
フ
ォ
ト
フ

レ
ー
ム
作
り
の
体
験

「おいしいね！」と舌鼓

11
・
19
対
都
要
請
行
動
＆
中
央
総
決
起
大
会

第20回荒川区民いきいきまつり

「それっ！」簡単に思えてなかなか難しいみたい

「カワイイのができました！」

を
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
主

婦
の
会
も
お
で
ん
や
お
に
ぎ
り

の
販
売
を
行
い
、
荒
友
会
は
子

供
向
け
に
輪
投
げ
な
ど
の
ゲ
ー

ム
を
行
い
ま
し
た
。
荒
川
生
協

診
療
所
や
民
商
を
は
じ
め
他
団

体
の
催
し
も
含
め
、
会
場
は
来

場
者
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
、
に
ぎ

や
か
で
楽
し
い
一
日
に
な
り
ま

し
た
。
来
年
も
ま
た
、
皆
の
笑

顔
を
見
た
い
も
の
で
す
。

【
西
尾
久
・
小
野
澤
富

彦
記
者
】
11
月
19
日
、
午

前
に
新
宿
中
央
公
園
に
て

全
都
建
設
労
働
者
対
都
要

請
行
動
が
東
京
都
連
主
催

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
つ

も
通
り
に
交
渉
団
に
よ
る

各
部
局
と
都
議
会
の
各
政

党
へ
交
渉
は
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
今
回
は
都
庁
前
広

場
が
使
用
出
来
な
い
こ
と

か
ら
、
集
会
を
行
な
わ
ず

に
個
人
請
願
行
動
を
行
な

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
請
願
が

終
わ
る
と
日
比
谷
へ
移
動
に
。

午
後
は
、
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
で
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
予 支部旗を先頭にデモ行進する仲間たち

算
要
求
中
央
総
決
起
大
会
と
し

て
集
会
を
開
催
し
、
７
月
と
同

様
に
隣
の
日
比
谷
公
会
堂
に
も

野
音
の
集
会
の
様
子
が
同
時
中

継
さ
れ
、
荒
川
支
部
は
そ
ち
ら

に
参
加
し
ま
し
た
。
集
会
が
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
、
そ
の
後

は
銀
座
通
り
を
歩
き
東
京
駅
先

の
鍛
冶
橋
ま
で
デ
モ
行
進
を
し

ま
し
た
。
集
会
の
テ
ー
マ
に
掲

げ
て
い
た
「
賃
金
・
単
価
を
引

き
上
げ
ろ
！
」
を
は
じ
め
、

「
建
設
国
保
を
守
れ
」
「
建
設

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
を
救
済
し

ろ
！
」
「
消
費
税
増
税
反
対
」

「
公
契
約
法
を
作
れ
」
「
建
設

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
を
救
済
し

ろ
」
と
い
っ
た
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
響
か
せ
ま
し
た
。
支
部

か
ら
の
参
加
は
38
人
で
し
た
。

「やったぁ、釣れたよ！」と喜ぶ親子
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都
電
は
か
つ
て
都
内
の
交

通
機
関
の
主
役
で
し
た
が
、

自
動
車
の
普
及
、
増
加
に
よ

る
運
行
の
困
難
と
交
通
局
の

経
営
悪
化
に
よ
っ
て
次
々
と

廃
止
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
最

後
ま
で
残
っ
た
２
路
線
を
一

本
化
し
、
昭
和
49
年
10
月
１

日
に
都
電
荒
川
線
が
誕
生
。

東
京
都
交
通
局
で
は
、
こ
の

10
月
１
日
を
「
荒
川
線
の

日
」
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
荒
川
電
車
営
業
所
（
荒

川
車
庫
前
）

は
現
存
す
る

唯
一
の
車
庫
で
、
敷
地
内

「
都
電
お
も
い
で
広
場
」
に

は
保
存
車
両
が
展
示
。

先
の
10
月
５
日
に
、
都
電

荒
川
線
命
名
40
周
年
「
荒
川

線
の
日
２
０
１
４
」
記
念
イ

ベ
ン
ト
が
、
荒
川
車
庫
前
の

荒
川
電
車
営
業
所
に
て
開
催

さ
れ
た
。
車
両
撮
影
会
や
物

品
販
売
、
普
段
は
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
都
電
の
車
庫
及

び
都
電
車
両
の
床
下
を
見
学

し
た
り
、
都
電
荒
川
線
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
と
あ
ら

ん
」
が
登
場
す
る

な
ど
に
ぎ
わ
い
を

み
せ
て
い
た
。

毎
年
、
６
月
の

「
路
面
電
車
の

日
」
と
10
月
の

「
荒
川
線
の
日
」

を
記
念
し
、
営
業

所
内
を
公
開
す
る

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
る
の
が
恒
例
。

都電荒川線車庫
取材・小野澤富彦

土日祝日の昼間には広場内を開放も

【
日
暮
里
一
・
堀
茂
男
記

者
】
11
月
11
日
、
午
後
７
時
よ

り
ム
ー
ブ
町
屋
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
２
人
の
講
師
を
招
い
て
荒

川
区
９
条
の
会
３
周
年
記
念
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
荒
川
区
９
条
の
会
連

絡
会
代
表
世
話
人
で
あ
る
吉
田

喜
一
さ
ん
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

始
め
の
講
演
は
、
「
や
さ
し

さ
と
い
う
強
さ
～
国
境
を
越
え

て
生
き
る
。
つ
な
が
る
地
域
を

め
ざ
し
て
…
」
と
題
し
、
作
家

で
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
も
あ
る
朴

慶
南
（
パ
ク
・
キ
ョ
ン
ナ
ム
）

さ
ん
の
お
話
で
し
た
。

「
現
在
は
や
さ
し
く
な
い
政

治
社
会
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

憲
法
９
条
は
や
さ
し
く
て
、
戦

争
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
す
。
憲
法
９
条

は
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
、

ア
ジ
ア
の
宝
で
す
。
自
由
を
奪

わ
れ
る
特
定
秘
密
保
護
法
案
に

対
す
る
審
議
可
決
の
手
順
は
、

世
界
か
ら
見
て
も
ま

る
で
極
右
政
権
と
な

っ
て
い
ま
す
。

集
団
的
自
衛
権
の

行
使
容
認
に
つ
い
て

は
、
敵
を
つ
く
っ
て

恐
怖
を
あ
お
り
、
法

案
を
通
過
さ
せ
る
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
で
す
。

命
が
大
事
、
命
を
忘

れ
た
ら
、
取
り
返
し

が
つ
か
な
い
。
命
を

踏
み
に
じ
る
な
。
」

と
力
強
く
演
壇
の
前

演壇の前に出て力強く話す朴慶南さん

情勢を話す仲築間さん

２
０
１
５
年
荒
川
支
部

日
時

１
月
16
日
（
金
）

開
場

18
時
40
分

開
会

19
時
00
分

会
場

サ
ン
パ
ー
ル
荒
川

小
ホ
ー
ル

会
費

組
合
員

一
律

３
０
０
０
円

２
０
１
５
年
に
70
歳
を

迎
え
る
組
合
員

無

料

※
参
加
希
望
者
は
、
所
属
分
会

の
役
員
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

各
分
会
の
参
加
集
約
後
の
会
費

納
入
は
、
12
月
22
日
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
５
年

に
70
歳
を
迎
え
る
無
料
対
象
者

に
は
、
支
部
か
ら
も
参
加
案
内

が
さ
れ
ま
す
が
、
参
加
申
し
込

み
受
付
は
分
会
を
通
じ
て
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
１
月
８
日
ま

で
の
キ
ャ
ン
セ
ル
受
付
は
返
金

対
応
し
ま
す
が
、
以
降
は
返
金

不
可
と
な
り
ま
す
。

国
保
宿
泊
補
助
制
度

【
国
保
係
】
国
内
で
宿
泊
旅

行
す
る
と
ど
こ
の
宿
泊
施
設
を

利
用
し
て
も
、
土
建
国
保
に
加

入
し
て
い
る
組
合
員
・
家
族
と

も
に
、
１
人
年
度
内
（
４
月
1

日
～
３
月
31
日
）
に
１
回
で
64

歳
以
下
で
は
３
０
０
０
円
、
65

歳
以
上
は
５
０
０
０
円
の
補
助

を
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
所
定
の
申
請
書
を
旅

行
の
際
に
持
参
す
る
と
便
利
で

す
。
補
助
金
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

口
座
宛
に
振
込
ま
れ
ま
す
。

７
月
１
日
、
安
倍
内
閣
は

「
集
団
的
自
衛
権
」
の
行
使

容
認
に
つ
い
て
閣
議
決
定

し
、
更
に
10
月
14
日
に
「
特

定
秘
密
保
護
法
」
の
12
月
10

日
施
行
が
閣
議
決
定
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
日
本
の
将

来
の
自
分
が
入
る
た
め
の
墓

穴
を
掘
り
始
め
た
こ
と
に
な

る
。
安
倍
氏
は
憲
法
９
条
の

「
…
国
権
の
発
動
た
る
戦
争

と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は

武
力
の
行
使
は
、
永
久
に
こ

れ
を
放
棄
す
る
」
と
定
め
た

不
戦
の
決
意
を
、
消
極
的
平

和
主
義
と
断
じ
た
。
安
倍
首

相
は
、
自
論
の
武
力
行
使
の

積
極
的
平
和
主
義
推
進
の
た

め
、
憲
法
９
条
を
蹂
躙
し
て

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認

し
、
そ
の
自
衛
権
発
動
に
不

可
欠
な
情
報
保
全
に
秘
密
保

護
法
を
施
行
し
た
。

こ
こ
で
重
大
な
こ
と
は
、

憲
法
が
「
武
力
に
よ
る
紛
争

解
決
は
し
な
い
」
と
言
明
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

為
政
者
が
法
の
支
配
を
蔑
ろ

に
し
、
自
分
の
意
思
通
り
法

の
解
釈
を
変
え
て
強
引
な
違

反
政
治
手
法
が
罷
り
通
っ
て

い
る
と
い
う
現
実
で
あ
る
。

こ
の
法
律
が
安
全
保
障
の

名
の
下
に
国
民
の
自
由
を
制

限
し
、
特
定
の
思
想
や
信
仰

を
持
つ
人
を
排
除
す
る
事
を

視
野
に
入
れ
て
い
る
こ
と
は

共
謀
罪
法
案
再
提
出
の
動
き

な
ど
で
明
白
だ
。

（
Ｈ
）



（
川

柳
）

最
後
の
矢

我
に
届
く
は

い
つ
の
日
か

南
千
住
分
会

早
川

隆

【
編
集
部
】
仲
間
の
文
芸
作
品
を
披
露
す
る
場
を
常
時
設
け
、

可
能
な
限
り
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
随
時
、
奮
っ
て
編
集
部
へ
連

絡
を
頂
き
投
稿
下
さ
い
。
尚
、
一
回
に
つ
き
一
人
一
作
品
掲
載
。

荒
川
文
藝
倶
楽
部

仲
間
の
短
歌
・
俳
句
・
川
柳

高見佐世書記

荒川区９条の会連絡会３周年記念講演

で
語
っ
て
い
ま
し
た
。

続
け
て
の
講
演
は
テ
レ
ビ
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
マ
ス
コ
ミ
９

条
の
会
呼
び
か
け
人
で
あ
る
仲

築
間
卓
蔵
さ
ん
で
、
メ
デ
ィ
ア

が
役
割
り
を
果
た
し
て
い
る
か

監
視
を
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
９
条
の
会
集
会
＆
パ
レ
ー
ド

小
金
井
国
分
寺
支
部
よ
り
11

月
26
日
付
け
で
異
動
し
て
ま
い

り
ま
し
た
、
高
見
佐
世
と
申
し

ま
す
。
現
在
、
28
歳
で
す
。

書
記
歴
は
３
年
で
、
小
金
井

国
分
寺
支
部
で
は
青
年
部
、
教

育
宣
伝
部
、
厚
生
文
化
部
の
担

当
を
経
験
し
ま
し
た
。
実
務
と

し
て
は
主
に
国
保
、
共
済
関
係

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
３
年
前
は
荒
川
支
部

に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
度

は
書
記
と
し
て
戻
る
こ
と
が
で

き
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
教
育
宣
伝
部
、
厚

生
文
化
部
を
担
当
し
ま
す
。
不

慣
れ
な
点
が
多
々
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
組
合
員
、
家
族
の

皆
様
の
た
め
に
、
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
荒
川
・
磯
部
正
三
通
信

員
】
11
月
24
日
（
月
・
祝
）
、

日
比
谷
公
会
堂
に
お
い
て
「
安

倍
内
閣
の
改
憲
暴
走
を
許
さ
な

い
！
」
と
全
国
各
地
か
ら
、
そ

の
土
地
、
そ
の
地
域
の
九
条
の

会
の
人
達
２
５
０
０
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

始
め
に
奥
平
康
弘
さ
ん
（
九

条
の
会
の
呼
び
か
け
人
）
や
澤

地
久
枝
さ
ん
（
作
家
）
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
非
戦
を
選
ぶ
演
劇

人
の
会
が
ピ
ー
ス
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
（
朗
読
劇
）
「
９
条
を
好

き
と
言
え
な
く
て
…
。
」
を

披
露
し
ま
し
た
。
内
容
は
、

か
つ
て
は
自
然
に
言
え
た

「
九
条
が
好
き
」
と
言
う
言

葉
を
人
前
で
言
え
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
話
で
し
た
。

全
国
各
地
、
各
分
野
か
ら

の
報
告
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

工
夫
に
満
ち
た
取
り
組
み
の

事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
後
は
、
「
改
憲
暴
走
を

許
さ
な
い
ぞ
」
と
声
を
上
げ
銀

座
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

宮城青年９条の会はコスプレで参加
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